
 

 

 

 

朝晩
あさばん

の冷
ひ

えこみがきびしくなってきました。寒
さむ

くなると、教 室
きょうしつ

の窓
まど

を閉
し

めきって 

いることが多
おお

くなりがちです。大勢
おおぜい

の人間
にんげん

がはき出
だ

す二酸化炭素
にさんかたんそ

やかぜのばいきんで 

空気
くうき

はどんどんよごれてきます。空気
くうき

がよごれていると、気分
きぶん

が悪
わる

くなったり､かぜのばいきんが口
くち

の中
なか

に入
はい

ってきたりします。時間
じかん

を決
き

め、窓
まど

を開
あ

けて空気
くうき

の入
い

れ換
か

えをしましょう。 

１ ２ 月
がつ

の保健
ほ け ん

目標
もくひょう

  

「冬
ふゆ

の病気
びょうき

を予防
よ ぼ う

しよう」  

 

空気
くうき

が乾燥
かんそう

し、寒
さむ

くなるとかぜやインフルエンザが急 増
きゅうぞう

します。特
とく

にインフルエンザは、

感染力
かんせんりょく

が強
つよ

く、症 状
しょうじょう

も急
きゅう

に重
おも

くなるので注意
ちゅうい

が必要
ひつよう

です。 

―予防
よ ぼ う

の基本
きほん

は「手洗
て あ ら

い・うがい・マスク・栄養
えいよう

・睡眠
すいみん

」―  

 インフルエンザは、ウイルスが入
はい

ったくしゃみやせきなどで出
で

るつばのしぶきが、ほかの人
ひと

の鼻
はな

や

口
くち

から入
はい

ることで感染
かんせん

します。また、ウイルスのついた物
もの

にさわった手
て

で、鼻
はな

や口
くち

をさわること

でも感染
かんせん

します。 

 

手洗
て あ ら

い 手
て

についたウイルスを体
からだ

の中
なか

に入
い

れないように、外
そと

から帰
かえ

ったとき、食事
しょくじ

 

の前
まえ

、トイレの後
あと

などこまめに手
て

を洗
あら

い、清潔
せいけつ

なハンカチやタオルでふきましょう。 

 

うがい のどをかんそうさせないように、  マスク のどのかんそうを防
ふせ

ぎ、ウイルスが入
はい

って

外
そと

から帰
かえ

ったとき、食事
しょくじ

の前
まえ

など       くるのをあるていどおさえられます。鼻
はな

ま     

ガラガラうがいをしましょう。        でしっかりとおおいましょう。                          

 

栄養
えいよう

・睡眠
すいみん

 バランスのよい食事
しょくじ

と睡眠
すいみん

で体
からだ

のていこう力
りょく

を高
たか

めましょう。 

「せきエチケット」を守
まも

ろう 

かぜやインフルエンザにかかったときは、ほかの人
ひと

にうつさないことも大切
たいせつ

です。 

せきやくしゃみが        マスクがない時
とき

 、       とっさの時
とき

は、 

出
で

るときはマスク        は、ティッシュ         肘
ひじ

の内側
うちがわ

で鼻
はな

 

をする。            でおおう。           と口
くち

をおおう。 
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自分
じぶん

のかばんに

入
はい

っているハンカ

チやティッシュで

も簡単
かんたん

な応
おう

急手当
きゅうてあて

ができることがわ

かりました。 

歯
は

が抜
ぬ

けたときに、牛 乳
ぎゅうにゅう

に抜
ぬ

けた歯
は

を

入
い

れて歯
は

医者
いしゃ

に持
も

って行
い

くと、くっつくか

もしれないことを教
おし

えてもらいま     

した。 

１ １ 月１ ８ 日に学校
がっこう

保健
ほけん

委員会
いいんかい

が開
ひら

かれました 

 ６年生
ねんせい

が参加
さんか

し、尾張旭市
おわりあさひし

消 防
しょうぼう

署
しょ

救 急 隊
きゅうきゅうたい

 加藤
かとう

さんと神原
かみはら

さんから、応
おう

急手当
きゅうてあて

について

教
おし

えていただきました。その一部
いちぶ

を紹
しょう

介
かい

します。 

●１ １ ９ 番
ばん

通報
つうほう

のしかた 

・  １１９へ電話
でんわ

をしたら、火事
か じ

か救 急
きゅうきゅう

かをつたえる。 

・  場所
ばしょ

（住 所
じゅうしょ

、近
ちか

くに何
なに

があるか）をつたえる。 

・  様子
ようす

（意識
いしき

があるか、どこが痛
いた

いか）をつたえる。 

●血
ち

がたくさん出
で

たとき 

・  ２０％の血
ち

が出
で

ると危険
きけん

になる。 

・  血
ち

に直 接
ちょくせつ

さわらないようにビニール袋
ふくろ

やビニール手袋
てぶくろ

をはめ、 

きれいなハンカチやタオルで傷口
きずぐち

の上
うえ

から押
お

さえて、出 血
しゅっけつ

を止
と

める。 

●骨折
こっせつ

をたとき 

・  形
かたち

が変
か

わっていたり、骨
ほね

が飛
と

び出
だ

したりしていても、無理
む り

にもどさない。 

  ・ そえ木
ぎ

（なければ、雑誌
ざっし

やダンボール）と三角
さんかく

布
きん

で固定
こてい

する。 

●歯
は

がぬけたとき 

・  抜
ぬ

けた歯
は

の根
ね

もとは、なるべくさわらない。 

・  抜
ぬ

けた歯
は

は牛 乳
ぎゅうにゅう

に入
い

れてすぐに歯
は

医者
いしゃ

へいく。 

 

  

友
とも

だちや家族
かぞく

がたお

れたり、けがをしたりし

たときは、冷静
れいせい

に救
きゅう

急車
きゅうしゃ

を呼
よ

べると思
おも

いま

す。 

体重
たいじゅう

６０㎏ぐらいの人
ひと

の血液
けつえき

は、５

リットルくらいで、私
わたし

たち小学
しょうがう

６年生
ねんせい

では、２．５～３リットルしかないこと

を知
し

りました。 

参加
さんか

した６年生
ねんせい

の感想
かんそう

 
やけどで水

みず

ぶくれがで

きたら、私
わたし

はつぶしてし

まいそうですが、そこをこ

らえて、水
みず

で冷
ひ

やすという

ことがわかりました。 

応急
おうきゅう

手当
てあて

の

勉強
べんきょう

は、絶対
ぜったい

に役
やく

に立
た

つと思
おも

います。 

 


